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質　
　
疑

国
内
交
流
事
業
費

質　
滝
川
市
以
外
の
交
流
は

答　

東
京
都
中
央
区
に
お
い
て
大
江
戸

ま
つ
り
盆
踊
り
大
会
へ
本
市
の
特
産
物
販

売
を
出
店
、
関
東
ど
ま
ん
な
か
サ
ミ
ッ
ト

へ
の
加
入
が
あ
る
。
災
害
時
な
ど
を
考
え

た
と
き
、
国
内
交
流
は
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
こ
と
か
ら
、
近
隣
自
治
体
も
含
め
た

交
流
に
つ
い
て
積
極
的
な
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

産
業
振
興
補
助
事
業
費

質　

商
工
会
議
所
や
各
商
工
会
に
対

す
る
補
助
金
額
の
算
定
基
準
は

答　
対
象
事
業
は
明
確
に
し
て
い
る
が
、

補
助
金
額
の
具
体
的
な
算
定
基
準
は
な
い
。

質　

合
併
前
の
金
額
が
そ
の
ま
ま
予

算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
会
員
数
な

ど
明
確
な
基
準
を
定
め
て
は

答　

商
工
会
議
所
や
商
工
会
が
実
施
し

て
い
る
公
共
性
の
高
い
事
業
に
対
し
て
補

助
を
行
っ
て
い
る
が
、
一
定
の
算
定
基
準

答　

個
人
の
意
思
に
よ
り
作
成
す
る
も

の
で
あ
り
、
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ
と
に

よ
る
利
便
性
や
付
加
価
値
が
高
ま
ら
な
い

と
普
及
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

人
権
同
和
対
策
補
助
金

質　

新
た
に
施
行
さ
れ
た
部
落
差
別

の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
お
い

て
は
、
団
体
へ
の
財
政
的
支
援
は
必
要

が
な
く
な
っ
た
の
で
は

答　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
部
落
差

別
の
書
き
込
み
事
例
が
見
受
け
ら
れ
、
未

だ
に
差
別
の
問
題
は
残
っ
て
い
る
。
補
助

団
体
に
は
、
同
和
問
題
以
外
の
人
権
問
題

に
対
し
て
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

を
お
願
い
し
て
お
り
、
今
後
も
進
め
て
い

き
た
い
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
費

質　
利
用
者
数
は

答　
５
６
０
名
で
あ
る
。

質　

提
供
す
る
メ
ニ
ュ
ー
の
栄
養
バ

ラ
ン
ス
は

答　

事
業
者
に
は
、
高
齢
者
に
合
っ
た

食
事
を
作
る
こ
と
や
献
立
表
の
提
出
を

依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、
職
員
に
よ
る
抜

き
打
ち
の
検
食
で
内
容
の
確
認
を
し
な
が

ら
、
事
業
者
を
集
め
た
懇
談
会
を
開
き
、

食
事
の
質
を
上
げ
る
取
り
組
み
を
し
て
い

る
。

を
整
理
し
て
い
く
必
要
は
あ
る
。
会
員
数

な
ど
の
規
模
で
一
律
に
決
め
る
こ
と
は
難

し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
何
ら
か
の
基
準

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

学
校
給
食
費

質　
給
食
費
の
口
座
引
き
落
と
し
は

答　

給
食
費
の
他
に
教
材
費
の
支
払
い

も
あ
り
、
教
職
員
の
事
務
負
担
が
増
加
す

る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
が
、
保
護
者
の
利

便
性
を
考
慮
し
、
給
食
費
等
の
支
払
い
方

法
に
つ
い
て
、
今
後
、
各
学
校
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
運
営
費

質　

相
談
件
数
と
相
談
の
多
か
っ
た

内
容
は

答　
相
談
は
９
８
３
件
あ
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
取
引
や
通
信
販
売
に
関
す
る
相
談

が
最
も
多
か
っ
た
。

質　
相
談
員
は
足
り
て
い
る
の
か

答　
相
談
員
は
、
相
談
を
受
け
た
後
、
事

実
確
認
や
調
査
、
情
報
収
集
な
ど
の
業
務

に
携
わ
る
時
間
も
多
い
。
現
在
、
消
費
者

教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

常
時
3
名
体
制
で
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業
費

質　
普
及
が
進
ま
な
い
理
由
は

認定 賛成 31
反対   1

認定第1号
28年度
一般会計決算

決算
審査

討
論
（
認
定
第
1
号
）

反
対

　
格
差
と
貧
困
が
広
が
り
、
行
政
に
は
市

民
生
活
を
守
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
不
十
分
で
あ
る
。
第
一
点
目
は
総
合

支
所
機
能
の
縮
小
だ
。
合
併
前
と
比
較
し

て
職
員
数
は
2
割
程
度
に
な
り
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
た
。
第
二
点
目
は
税

金
の
ム
ダ
遣
い
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
導
入
や
人
権
同
和
対
策
は
や
め
る
べ

き
だ
。第
三
点
目
は
少
子
化
対
策
で
あ
る
。

保
育
士
の
処
遇
改
善
や
学
童
保
育
対
策
は

待
っ
た
な
し
だ
。
大
型
事
業
を
見
直
し
、

税
金
の
ム
ダ
遣
い
を
や
め
、
暮
ら
し
・
福

祉
優
先
へ
、
市
政
の
転
換
を
求
め
る
。

賛
成

　
「
栃
木
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
の
実
質
的
な
ス
タ
ー
ト
と
な
っ

た
昨
年
度
の
決
算
を
見
る
と
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
人
口
減
少
対
策
や
地
方
創
生
に

関
す
る
各
種
の
施
策
が
着
実
に
実
施
さ
れ

て
お
り
、
高
く
評
価
し
た
い
と
思
う
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
の
施
政
方
針
に
、

「
こ
れ
ま
で
の
5
年
間
の
歩
み
を
よ
り
確

か
な
も
の
と
し
た
う
え
で
、
次
の
10
年
間

を
目
指
し
て
、
ス
テ
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
を
図

る
」
と
あ
っ
た
が
、
ま
さ
に
、
そ
の
よ
う

な
年
度
に
な
っ
た
と
思
う
。
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　市長は、翌年度の予算を決める3月定例会までに、前年度
の決算について、議会の認定を受けなければなりません。
　皆さまの納めた税金が適正に使われたかどうか、4つの常
任委員会がそれぞれ2日間、委員会を開催して審査しました。

国際観光まちづくり 
事業費

153万円
外国人観光客を意識した観光資
源の磨き上げとして、とちぎ江
戸料理を推進しました

いりふね・そのべ保育園
統合整備事業費

1億3,587万円
栃木地域の2園を統合し、「くら
のまち保育園」を整備しました

小学校洋式トイレ 
改修事業費

2億406万円
児童にとって清潔で利用しやす
いトイレ環境を整備しました

吾一からくり時計 
設置事業費

2,109万円
新たな観光PRを行うため、栃木
駅構内に吾一からくり時計を設
置しました

伝建地区拠点施設 
整備事業費
1億5,923万円

文化的向上に資するまちづくり
の拠点施設を整備しました

多機関協働包括的支援 
体制構築事業費

429万円
複合的な課題を抱える世帯等に
対する包括的な相談支援体制を
構築しました

防災ラジオ普及事業費
2,105万円

防災ラジオ（緊急告知ラジオ）
について普及促進を図るため、
購入時の助成制度を実施しまし
た

千塚町上川原産業団地 
造成事業費
5億5,573万円

企業立地の受け皿となる産業団
地を造成しました
（区域面積　約37ha）

昨年度は
こんな事業に
お金を
使いました
（主なもの）

※１万円未満切り捨て
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9
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と�

（
主
な
議
案
）

　
特
集
ペ
ー
ジ
で
取
り
上
げ
た
も
の
の
ほ
か
、
９
月
定
例
会
で
審
査
し
た
主
な
議
案
等
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
各
議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
案
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
に
な
る
と
、
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

議
案
の
概
要

　
各
方
面
か
ら
要
望
の
多
か
っ
た
給
付
型

の
奨
学
金
に
併
せ
て
、
従
来
の
奨
学
金
を

拡
充
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
県
内
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
充

実
し
た
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
主
な
内
容
】

・	�

給
付
型
の
と
ち
ぎ
吾
一
奨
学
金
を
創
設

し
ま
し
た
。

（
対
象
者
は
市
内
高
校
か
ら
1
名
を
想
定

し
、
10
名
以
内
）

・	�

貸
付
型
の
奨
学
金
の
金
額
を
増
額
し
、

対
象
者
を
拡
大
し
ま
し
た
。

議
案
の
概
要

　
栃
木
市
消
防
署
に
配
備
す
る
救
助
工
作

車
１
台
を
１
億
６
５
５
６
万
４
千
円
で
購

入
す
る
も
の

質　
　
疑

質　

今
回
取
得
す
る
救
助
工
作
車
Ⅲ

型
の
グ
レ
ー
ド
は

答　

他
の
常
備
消
防
で
使
用
さ
れ
て
い

る
車
両
と
同
程
度
の
も
の
で
あ
る
。

質　

点
検
整
備
や
修
理
の
際
の
対
応

状
況
は

答　

化
学
車
や
タ
ン
ク
車
に
資
器
材
を

乗
せ
換
え
て
対
応
し
て
い
る
。

質　

他
の
車
両
に
資
器
材
を
乗
せ
換

え
る
に
は
限
界
が
あ
る
。
救
助
工
作
車

を
2
台
配
備
し
、
運
用
し
て
い
く
考
え

は答　
今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

・	�

奨
学
金
の
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

（
定
住
促
進
と
の
整
合
性
を
図
り
、「
未
来

応
援
奨
学
金
」
か
ら
「
住
ま
い
る
奨
学
金
」

に
変
更
。
一
定
の
要
件
を
ク
リ
ア
す
れ
ば

返
済
免
除
）

質　
　
疑

質　
基
金
の
財
源
は

答　

毎
年
1
7
0
万
円
か
ら
1
8
0
万

円
の
寄
附
金
が
あ
る
の
で
、
今
後
は
そ
れ

を
篤
志
奨
学
基
金
に
積
み
立
て
て
い
く
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
新
た
な

項
目
を
立
て
る
と
と
も
に
、
経
済
界
に
も

P
R
し
て
い
く
。
な
る
べ
く
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
を
少
な
く
し
て
い
き
た
い
。

可決 全会一致

給付型奨学金を
創設

議案第82号
篤志奨学金給付条例の制定
　ほか

可決 賛成 30
反対   2

救助工作車を
１台購入

議案第88号　
財産の取得

討
論
（
議
案
第
88
号
）

反
対

　
工
作
車
自
体
の
購
入
に
つ
い
て
反
対
で

は
な
く
、
入
札
契
約
に
問
題
が
あ
り
入

札
の
や
り
直
し
を
求
め
て
反
対
す
る
。

反
対
の
理
由
一
点
目
は
、
落
札
率
が
97
・

3
3
%
と
異
常
に
高
い
こ
と
。
二
点
目

は
、
入
札
に
お
け
る
競
争
性
、
透
明
性
へ

の
疑
問
で
あ
る
。
予
定
価
格
1
億
5
，

7
5
0
万
円
と
い
う
高
価
な
財
産
購
入

に
、
わ
ず
か
2
者
の
応
札
競
争
に
し
か
な

ら
ず
、
多
く
の
応
札
可
能
業
者
（
26
者
）

が
応
札
し
な
い
不
透
明
さ
等
、
執
行
部
の

取
り
組
み
に
疑
問
が
あ
り
賛
成
す
る
事
は

出
来
な
い
。

賛
成

　

今
回
の
契
約
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、

広
く
入
札
の
機
会
を
与
え
る
た
め
、
消

防
車
両
販
売
と
し
て
登
録
の
あ
る
す
べ
て

の
事
業
者
が
応
札
可
能
と
な
る
よ
う
、
所

在
地
に
よ
る
地
域
要
件
を
無
く
し
た
う
え

で
、
入
札
を
行
っ
て
い
る
。

　

落
札
率
が
97
・
3
3
%
で
あ
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
事
業
者
が
十
分
な
値
引
き

を
行
っ
た
結
果
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
議
案
第
88
号
に
つ

い
て
は
、入
札
の
方
法
、取
得
予
定
価
格
、

取
得
相
手
の
い
ず
れ
も
疑
義
な
く
、
適
正

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
本
議
案
に

賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

奨学生の負担が
軽くなれば
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議案等の審議結果
　9月定例会では、議案17件、決算の認定9件、意見書1件が審査され、その内、全会一致は23件、
賛否が分かれた議案等は4件でした。
賛否が分かれた議案等の各議員の賛否は以下のとおりです。� ◯=賛成、●=反対

議案
番号 議案名

採
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34
大
谷
　
好
一

茂
呂
　
健
市

青
木
　
一
男

針
谷
　
育
造

坂
東
　
一
敏

広
瀬
　
昌
子

小
久
保
か
お
る

古
沢
　
ち
い
子

松
本
　
喜
一

渡
辺
　
照
明

白
石
　
幹
男

関
口
　
孫
一
郎

氏
家
　
晃

平
池
　
紘
士

針
谷
　
正
夫

大
出
　
三
夫

大
阿
久
岩
人

大
川
　
秀
子

長
　
　
芳
孝

千
葉
　
正
弘

入
野
　
登
志
子

天
谷
　
浩
明

広
瀬
　
義
明

福
富
　
善
明

大
武
　
真
一

海
老
原
恵
子

永
田
　
武
志

岡
　
　
賢
治

小
堀
　
良
江

梅
澤
　
米
満

中
島
　
克
訓

高
岩
　
義
祐

福
田
　
裕
司

（
誠
心
）

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

（
大
樹
）

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

（
誠
心
）

（
無
会
派
）

（
公
明
党
議
員
会
）

（
公
明
党
議
員
会
）

（
無
会
派
）

（
誠
心
）

（
無
会
派
）

（
黎
明
）

（
新
生
ク
ラ
ブ
）

（
黎
明
）

（
黎
明
）

（
黎
明
）

（
新
生
ク
ラ
ブ
）

（
黎
明
）

（
黎
明
）

（
新
風
創
志
会
）

（
公
明
党
議
員
会
）

（
誠
心
）

（
大
樹
）

（
大
樹
）

（
無
会
派
）

（
無
会
派
）

（
黎
明
）

（
大
樹
）

（
新
生
ク
ラ
ブ
）

（
新
風
創
志
会
）

（
無
会
派
）

（
新
風
創
志
会
）

（
新
風
創
志
会
）

議
案88号

財産の取得
（救助工作車の購入）

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議
長
の
た
め
採
決
に
は
加
わ
ら
な
い

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

決
算
の
認
定

1号 平成28年度一般会計認定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2号 平成28年度国民健康保険　特別会計
認
定○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意
見
書
1号

道路整備に係る補助
率等の嵩上げ措置の
継続を求める意見書

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議の表決前に、他の議員の賛同を得るために、討論が行われた議案名と発言した議員名は次のとお
りです。（◇=賛成　◆=反対）
・議案第88号　◇福富善明議員　◆大武真一議員　　・認定第1号　◇福田裕司議員　◆白石幹男議員
・認定第��2号　◇福田裕司議員　◆白石幹男議員

市民と議員をつなぐ、議会報告会を開催しました

　10月20日から10月31日の間、議会報告会を
開催しました。
　今年度は新たな取り組みとして、市役所本庁舎
１階市民スペースでの開催を実施いたしました。
　その後も各地域で議会改革の取り組みや、昨年
度報告会でいただいたご意見への対応などをご説
明いたしました。
　また、昨年度同様、各常任委員会でテーマを設
定し、関係する市民や団体の方々と意見交換をさ
せていただきました。

　詳しいことは、次回の議会だよりで報告させて
いただきますので、お楽しみに。

10/20　市民スペースでの様子

　9月24日に開催された「寺尾米づくり体験教
室」の1コマです。寺尾まちづくり協議会では、
グリーンツーリズムの一環として、毎年春の田

植え、秋の稲刈り教室を開いています。東京からのツアー客も参加するな
ど、都市部との交流が深まっており、参加者の中から移住される方や農業
後継者が育ってくれればと願うところです。
� （撮影者：白石幹男委員）

表紙の写真
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奈
良
田
川
の
冠
水
被
害
へ
の
対
策
を

　

奈
良
田
川
は
、
皆
川
西
部
地
区
の
農

業
用
水
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
東
北
自
動
車
道
や
改
良

さ
れ
た
県
道
栃
木
佐
野
線
か
ら
の
道
路

排
水
も
流
れ
込
ん
で
い
る
た
め
、
近
年

の
集
中
豪
雨
時
に
は
、
周
辺
農
地
や
通

学
路
が
冠
水
す
る
被
害
が
生
じ
て
い

る
。
冠
水
対
策
に
つ
い
て
、
今
後
の
整

備
の
見
通
し
を
伺
う
。

答
弁
高
崎
産
業
振
興
部
長

費
用
対
効
果
等
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
地
元
の
皆
様
と
相
談
し
た
い

　

対
策
と
し
て
は
2
つ
の
方
法
が
考
え

ら
れ
る
。
一
つ
目
は
、
現
在
の
奈
良
田

川
の
断
面
を
拡
幅
す
る
方
法
で
あ
る

が
、
こ
の
拡
幅
工
事
に
は
、
用
地
の
確

保
等
、
長
い
年
月
と
多
額
の
費
用
を
必

要
と
す
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
奈
良
田
川
に
新
た
な

西
方
城
址
を
国
指
定
史
跡
に

　
「
ふ
る
さ
と
の
城
郭
群
再
発
見
事
業
」

や
西
方
城
址
の
調
査
等
に
つ
い
て
は
、

県
で
も
熱
心
な
動
き
が
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。
ま
た
、
西
方
城
址
の
文
化
的
価

値
は
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
た
情
報
や
昨

年
6
月
の
一
般
質
問
の
答
弁
に
も
あ
る

と
お
り
、相
当
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

西
方
城
址
は
国
指
定
史
跡
に
な
る
可

能
性
は
あ
る
の
か
。
可
能
性
が
あ
る
な

ら
、
指
定
を
目
指
し
た
体
制
を
整
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
鵜
飼
生
涯
学
習
部
長

国
指
定
を
目
標
と
し
た

調
査
体
制
を
整
え
る

　

西
方
城
は
、
戦
国
時
代
に
築
か
れ
た

と
さ
れ
て
お
り
、
開
発
を
免
れ
た
部
分

も
多
く
残
さ
れ
、
素
人
目
に
も
大
き
な

土
塁
や
土
橋
の
跡
が
は
っ
き
り
わ
か
る

な
ど
、
大
変
貴
重
な
城
郭
と
位
置
付
け

た
め
池
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。
稲

刈
り
後
か
ら
田
植
え
前
ま
で
の
非
か
ん

が
い
期
に
表
流
水
を
溜
め
る
こ
と
が
可

能
な
ら
ば
、
農
業
用
と
し
て
確
保
し
、

そ
の
水
を
田
植
え
の
た
め
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
台
風
な
ど
の
影
響
で
大
雨
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
事
前
に
た
め

池
の
水
を
抜
き
、
調
整
池
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
湛
水
被
害
を
防
止

す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
費
用
対
効
果
や

工
事
期
間
、
そ
の
後
の
維
持
管
理
等
を

総
合
的
に
勘
案
し
、
地
元
の
皆
様
と
相

談
し
て
い
き
た
い
。

て
い
る
。

　

さ
ら
に
隣
接
し
て
二
条
城
も
あ
り
、

一
括
し
て
戦
国
時
代
を
語
る
遺
構
と
し

て
、
評
価
の
高
い
も
の
で
あ
る
。

　

文
化
財
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
確
か
な
調
査
や
研
究
結
果
に
よ
り
判

断
さ
れ
る
の
で
、
国
の
指
定
を
視
野
に

入
れ
た
調
査
体
制
を
、
国
や
県
に
も
関

わ
っ
て
い
た
だ
く
形
で
し
っ
か
り
と
整

え
、
国
指
定
を
目
標
と
し
て
、
事
業
の

推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

○
歴
史
文
化
の
保
存
と
活
用

●
西
方
城
の
保
存
、
活
用

○�

五
月
大
型
連
休
観
光
時
期
に
美
し
い

公
園
で
あ
る
た
め
に

○�

公
共
施
設
の
適
正
配
置

○�

中
心
市
街
地
内
に
あ
る
大
規
模
遊
休
地

○�

栃
木
市
総
合
運
動
公
園

●
皆
川
地
区
の
安
全
安
心
な
街
づ
く
り

大阿久 岩人 議員
新生クラブ

針谷 正夫 議員
黎　明

H27.9月関東・東北豪雨時
皆川中学校南側の冠水した道路

西方城址のみどころを案内する西方城城郭図
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「
栃
木
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」は
産
業

団
地
の
早
期
完
成
か
ら

　

3
カ
所
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
有

し
て
い
る
の
は
県
内
で
本
市
だ
け
で
あ

り
、
佐
野
藤
岡
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
国
道

50
号
線
南
に
は
、
開
発
規
制
が
少
な
い

約
4
0
0
ha
の
平
地
林
が
あ
る
。「
県

南
に
は
用
地
ス
ト
ッ
ク
が
少
な
く
、
早

期
完
成
が
待
た
れ
る
」
と
新
聞
報
道
が

あ
っ
た
よ
う
に
、
県
南
の
中
心
都
市
と

し
て
産
業
団
地
の
造
成
が
急
が
れ
る
。

地
権
者
の
受
入
態
勢
は
良
好
で
大
き
な

期
待
を
集
め
て
い
る
。
合
併
後
7
年
が

経
過
し
た
今
が
「
栃
木
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」

の
時
で
あ
る
。
事
業
の
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
高
崎
産
業
振
興
部
長

関
係
地
権
者
と
合
意
形
成
を
図
り
な
が

ら
、
開
発
整
備
の
進
め
方
を
検
討
す
る

　

産
業
団
地
造
成
等
の
面
的
な
整
備
を

S
N
S
等
を
活
用
し
た

効
果
的
な
P
R
を

　

新
し
い
人
の
流
れ
の
実
績
と
評
価
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、「
魅
力
あ
る
街
」
に
つ
い
て
は
、

実
績
を
含
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S

で
も
っ
と
効
果
的
に
発
信
す
べ
き
で
あ

る
。
ア
ニ
メ
ゆ
か
り
の
聖
地
巡
礼
ス
ポ
ッ

ト
、
話
題
の
映
画
撮
影
地
、
ゴ
ル
フ
場
等

の
検
索
数
、
イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
ス
ポ
ッ

ト
の
ア
ク
セ
ス
数
を
リ
サ
ー
チ
し
、
市
街

観
光
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
検
討
す
る
な
ど
、
新

た
な
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
鈴
木
市
長

本
市
の
魅
力
を
体
験
で
き
る

メ
ニ
ュ
ー
を
P
R
し
て
い
き
た
い

　
観
光
客
入
込
数
を
見
る
と
、
平
成
27
年

の
約
5
6
6
万
人
に
対
し
、
平
成
28
年
度

は
約
6
0
5
万
人
へ
増
加
。
宿
泊
客
数
も

平
成
27
年
の
1
万
2
7
0
0
人
に
対
し
、

具
体
的
に
進
め
る
た
め
に
は
、
開
発
に

対
す
る
関
係
地
権
者
皆
様
の
同
意
が
不

可
欠
で
あ
る
た
め
、
佐
野
藤
岡
イ
ン

タ
ー
周
辺
開
発
研
究
会
の
中
で
開
発
整

備
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に

合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
開
発
整
備

の
進
め
方
を
検
討
し
て
い
く
。
具
体
的

な
行
動
計
画
と
し
て
は
、
開
発
に
対
す

る
熟
度
が
増
し
た
段
階
で
開
発
区
域
の

選
定
、
事
業
方
法
や
事
業
主
体
な
ど
の

決
定
、
区
域
内
の
地
権
者
全
員
の
同
意

書
の
取
得
、
国
県
等
の
関
係
部
局
と
の

各
種
法
令
の
調
整
な
ど
、
段
階
的
に
進

め
事
業
化
を
目
指
し
て
い
く
。
当
地
区

は
栃
木
市
南

部
地
区
の
産

業
振
興
の
拠

点
と
し
て
、

や
り
遂
げ
な

く
て
は
な
ら

な
い
事
業
で

あ
る
と
考
え

て
い
る
。

平
成
28
年
度
は
1
万
3
1
0
0
人
に
増
加

す
る
な
ど
、
交
流
人
口
は
着
実
に
増
加
し

て
い
る
。
ま
た
、
移
住
関
連
施
策
を
利
用

し
た
市
外
か
ら
の
移
住
者
が
増
加
す
る
な

ど
、
個
々
の
事
業
で
も
成
果
を
あ
げ
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
成
果
の
積
み
上
げ
が
、

住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お

い
て
も
評
価
さ
れ
た
と
考
え
る
。

　

ま
ず
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S

な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
解
析
や
来
訪
者
な

ど
の
ニ
ー
ズ
分
析
を
行
い
、
効
果
的
な

P
R
に
つ
い
て
検
証
し
た
い
。
そ
の
上

で
、「
ス
ポ
ー
ツ
」
や
「
食
」「
自
然
」「
景

観
」
な
ど
と
い
っ
た
本
市
の
魅
力
を

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
体
験
で
き
る
着
地
型
観

光
の
メ
ニ
ュ
ー
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
ご

と
に
効
果

的
に
P
R

す
る
こ
と

を
検
討
し

て
い
く
。

●�

総
合
戦
略
か
ら
、
人
の
流
れ
は
つ
く

れ
て
い
る
か

○
発
達
障
が
い
に
対
す
る
支
援

○�

豊
か
な
自
然
を
守
り
継
承
す
る
取
り

組
み

〇
憲
法
と
平
和
行
政

●
産
業
団
地
開
発
事
業

針谷 育造 議員
市民クラブ

古沢 ちい子 議員
公明党議員会

分譲が始まった千塚町上川原産業団地

移住者増加に一役買っている
蔵の街やどかりの家
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公
共
施
設
再
編
に
併
せ
て
多
目
的

球
技
場
整
備
を
進
め
て
は
ど
う
か

　

昨
年
8
月
に
多
目
的
球
技
場
整
備
を

求
め
る
要
望
書
が
数
多
く
の
市
民
の
署

名
を
添
え
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。
昨
年

6
月
議
会
に
お
い
て
同
様
の
質
問
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
市
民
要
望
の
高

ま
り
を
見
て
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。
市

民
要
望
は
十
分
で
あ
り
、
運
動
公
園
統

合
再
編
の
中
で
特
色
あ
る
整
備
を
図
る

と
す
れ
ば
、
多
目
的
球
技
場
の
整
備
は

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
の
展
望

を
詳
細
に
伺
う
。

答
弁
鈴
木
建
設
水
道
部
長

ニ
ー
ズ
に
見
合
っ
た
も
の
を
検
討
し
、

積
極
的
に
整
備
を
進
め
て
い
く

　

多
目
的
球
技
場
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
用
地
を
取
得
し
て
の
整
備
で
は
な

く
、
全
庁
的
に
行
っ
て
い
る
公
共
施
設

適
正
配
置
及
び
施
設
の
再
編
を
進
め
て

ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
派
遣
に
よ
る

き
め
細
か
な
支
援
が
出
来
な
い
か

　

平
成
28
年
の
内
閣
府
の
調
査
報
告
に

よ
る
と
、
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
ひ
き

こ
も
り
当
事
者
は
全
国
で
約
77
万
人
、

栃
木
県
内
で
は
、
約
1
万
4
千
人
い
る

と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

　

県
が
養
成
し
、
市
町
が
派
遣
を
行
う

「
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
派
遣

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
本
人
や
家

族
に
対
す
る
き
め
細
か
で
継
続
的
な
支

援
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
る
。

　

事
業
へ
の
取
り
組
み
の
考
え
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁
藤
田
保
健
福
祉
部
長

ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣

事
業
の
来
年
度
開
始
を
目
指
す

　

栃
木
県
子
ど
も
若
者
・
ひ
き
こ
も
り

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
「
ポ
ラ
リ
ス
と
ち

ぎ
」
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー

い
く
な
か
で
、
既
存
の
施
設
を
転
用
し

た
整
備
改
修
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
施
設
の
規
模

や
、
利
便
性
を
高
め
る
た
め
の
夜
間
照

明
や
観
客
席
の
設
置
の
有
無
、
ま
た
、

芝
を
維
持
す
る
た
め
、
他
の
競
技
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
目
的
で
使
用
す
る
場
合

の
ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
が
課
題
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
が
、ま
ず
は
、現
状
の
ニ
ー

ズ
に
見
合
っ
た
も
の
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
で
、
実
現
の
可
能
性
は
高
く
な
る

と
考
え
て
お
り
、
積
極
的
に
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
具
体
的
に
は
施
設
を
利

用
す
る
競
技
団
体
等
と
対
話
の
機
会
を

持
ち
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

の
養
成
研
修
を
実
施
し
、
研
修
修
了
者

を
登
録
し
て
い
る
。

　

市
で
は
、
登
録
さ
れ
た
サ
ポ
ー
タ
ー

を
対
象
者
宅
へ
派
遣
し
、
外
出
の
同
行

や
支
援
を
行
う
こ
と
に
な
る
が
、
今
の

と
こ
ろ
本
市
在
住
の
研
修
終
了
者
は
い

な
い
。

　

そ
の
た
め
、
今
年
度
は
障
が
い
福
祉

課
の
職
員
が
研
修
を
受
講
し
、
さ
ら
に

相
談
支
援
専
門
員
や
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
あ
る
身
体
・
知
的
障
が
い
者
相
談

員
等
に
研
修
の
受
講
を
呼
び
か
け
、
ひ

き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
か
ら
始

め
、
来
年
度
か
ら
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー

タ
ー
派
遣
事
業
の
開
始
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

○�

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
へ
の
細
や
か

な
対
応

●
引
き
こ
も
り
対
策

○�

高
齢
者
の
施
設
入
所
に
伴
う
家
財
整
理

〇
常
備
消
防
庁
舎
整
備

●
多
目
的
球
技
場
整
備

○
公
民
連
携
の
推
進

広瀬 義明 議員
大　樹

小久保かおる 議員
公明党議員会
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市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し
、

総
合
支
所
の
施
設
の
最
適
化
を

　

少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
扶
助
費
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
本
市
に
お
け
る

財
政
支
出
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
は

必
須
で
あ
る
。

　

各
総
合
支
所
を
公
民
館
等
の
市
民
利

用
施
設
と
の
複
合
化
を
早
期
に
行
う
こ

と
に
よ
り
、
災
害
時
に
お
け
る
防
災
拠

点
機
能
の
充
実
向
上
に
繋
が
り
、
市
民

の
安
全
・
安
心
な
生
活
を
確
保
す
る
こ

と
が
出
来
る
も
の
と
考
え
る
が
、
執
行

部
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
小
林
財
務
部
長

複
合
化
す
る
施
設
の
選
定
な
ど

早
期
の
施
設
整
備
に
努
め
る

　

総
合
支
所
の
複
合
化
に
つ
い
て
は
、

本
年
３
月
に
策
定
し
た
「
公
共
施
設
適

正
配
置
第
１
期
計
画
」
に
お
い
て
、
地

域
施
設
の
再
編
モ
デ
ル
に
掲
げ
て
い
る
。

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
し
も
つ
が

に
産
科
の
開
設
を

　

妊
娠
し
た
女
性
が
安
心
し
て
出
産
す

る
に
は
産
科
の
確
保
が
必
要
と
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に

産
科
の
開
設
を
要
望
し
て
き
た
が
、
市
内

に
二
か
所
あ
っ
た
産
科
が
、
本
年
７
月
に

一
か
所
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
さ

ら
に
そ
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
産

科
の
開
設
を
強
く
要
望
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
る
が
、
市
と
し
て
の
考
え

を
伺
う
。

答
弁
藤
田
保
健
福
祉
部
長

産
科
の
開
設
を
強
く
要
望
し
、
地
元
大

学
病
院
へ
医
師
の
派
遣
要
請
を
行
う

　

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
し
も
つ
が
の

産
科
開
設
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
要

望
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
と
し
て
も
産
科
医
が
確
保
で
き
れ

　

岩
舟
地
域
を
除
き
、
各
総
合
支
所
と

地
域
公
民
館
は
老
朽
化
が
進
行
し
て
お

り
、
建
て
替
え
が
必
要
と
な
る
こ
と
や

同
様
に
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
他
の

用
途
の
施
設
も
存
在
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
各
施
設
を
集
約
・
複
合
化

す
る
こ
と
に
よ
り
効
率
性
を
高
め
、
必

要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
残
し
な
が

ら
、
防
災
拠
点
施
設
機
能
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

拠
点
を
形
成
す
る
施
設
を
整
備
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

現
在
は
、
庁
内
に
関
係
課
で
構
成
さ

れ
る
専
門
部
会
を
立
ち
上
げ
、
事
業
化

に
向
け
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
地
域
や
利
用
者
の
ご
意
見

を
伺
い
、
理
解
を
得
な
が
ら
、
複
合
化

す
る
施
設
の
選
定
な
ど
、
早
期
の
施
設

整
備
に
努
め
て
い
く
。

ば
、
開
設
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
産
科
医
は
勤
務
条

件
が
厳
し
い
こ
と
か
ら
、
全
国
的
に
絶

対
数
が
不
足
し
て
お
り
、
派
遣
元
と
な

る
地
元
大
学
病
院
に
お
い
て
も
産
科
医

不
足
に
よ
り
、
医
師
の
派
遣
は
難
し
い

状
況
に
あ
る
。

　

地
域
で
安
心
し
て
こ
ど
も
を
産
み
、

育
て
る
こ
と
の
で
き
る
医
療
環
境
の
確

保
や
医
療
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と

は
、
若
者
の
定
住
促
進
や
少
子
化
対
策

に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な

る
の
で
、メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
は
、

産
科
の
開
設
を
強
く
要
望
す
る
と
と
も

に
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
元
大
学

病
院
へ
の
派
遣
要
請
を
行
っ
て
い
く
。

●
栃
木
市
の
少
子
化
対
策

○
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
整
備
計
画

○
栃
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
開
発

●
公
共
施
設（
各
総
合
支
所
）の
複
合
化

大谷 好一 議員
誠　心

大川 秀子 議員
黎　明

産科の開設が待たれる
とちぎメディカルセンター
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メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
し
も
つ
が
の

二
次
救
急（
※
）の
取
り
組
み
は

　

救
急
車
を
呼
ん
だ
時
に
、
搬
送
先
が

決
ま
ら
ず
、
30
分
も
現
場
に
い
て
、
な

か
な
か
出
発
し
な
か
っ
た
と
い
う
声
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
整
備
前
に

は
、
二
次
救
急
の
一
元
化
を
図
り
、
機

能
強
化
を
進
め
る
と
の
説
明
を
受
け
て

い
る
。

　

救
急
時
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
し
も
つ
が
へ
搬
送

さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
救
急
体
制

の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
藤
田
保
健
福
祉
部
長

救
急
医
療
体
制
の
充
実
に
必
要

な
支
援
を
行
っ
て
い
く

　

栃
木
市
と
壬
生
町
で
形
成
す
る
栃
木

医
療
圏
で
は
、
二
次
救
急
を
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
し
も
つ
が
と
獨
協
医
科
大

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
医
師
、

看
護
師
不
足
に
対
す
る
対
応
策
は

　

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
決
算
状
況

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
、
約

25
億
円
の
赤
字
決
算
と
な
っ
た
。

　

す
で
に
多
く
の
税
金
を
投
入
し
て
お

り
、こ
れ
以
上
の
負
担
は
す
べ
き
で
な
い
。

　

赤
字
と
な
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
常

勤
医
師
や
看
護
師
等
の
不
足
も
大
き
い

と
思
わ
れ
る
が
、
医
師
や
看
護
師
の
不

足
に
対
す
る
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
赤
羽
根
副
市
長

大
学
病
院
に
、
引
き
続
き
医
師

の
派
遣
要
請
を
行
っ
て
い
く

　

常
勤
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
経

営
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
地
元
大

学
病
院
の
方
を
副
理
事
や
業
務
執
行
理

事
と
し
て
招
へ
い
し
、
経
営
に
参
画
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
医
師
の
派
遣
に

つ
い
て
も
強
力
な
支
援
を
い
た
だ
い
て

学
病
院
に
お
い
て
、
休
日
夜
間
の
対
応

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
日
の
昼
間
に

お
け
る
急
病
患
者
は
、
し
も
つ
が
に
優

先
的
に
搬
送
し
て
い
る
が
、
受
入
体
制

や
患
者
の
状
態
に
よ
り
、
地
域
の
病
院

や
診
療
所
へ
搬
送
し
て
い
る
。

　

し
も
つ
が
の
救
急
医
療
体
制
は
、
平

日
の
昼
間
は
救
急
部
の
医
師
が
1
〜
2

名
で
対
応
し
、
夜
間
は
当
直
医
師
が
内

科
・
外
科
と
も
1
名
と
い
う
体
制
の
た

め
、
救
急
車
が
重
な
っ
た
り
、
対
応
で

き
る
医
師
が
不
在
だ
っ
た
り
す
る
と
、

受
入
が
困
難
な
場
合
も
あ
る
。

　

今
後
も
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
救
急
医
療
体
制
の

充
実
に
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

い
る
。

　

ま
た
、
法
人
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
郡
市
医
師
会

と
の
連
携
な
ど
、
新
病
院
の
魅
力
を

P
R
す
る
こ
と
に
よ
り
、
勤
務
医
の
確

保
に
努
め
て
い
る
。

　

市
と
し
て
も
、
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
を
図
り
、
引
き
続
き
大

学
病
院
に
医
師
の
派
遣
要
請
を
行
っ
て

い
く
。

　
ま
た
、看
護
師
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

業
務
の
多
忙
化
な
ど
に
よ
り
、
人
員
確

保
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
看
護
学

校
生
を
対
象
と
し
た
奨
学
金
制
度
の
実

施
や
看
護
専
門
学
校
か
ら
実
習
受
入
な

ど
さ
ら
な
る
看
護
師
の
確
保
に
努
め
て

い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。

〇
栃
木
市
内
の
河
川
等
の
氾
濫
対
策

●
と
ち
ぎ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
状
況

〇
市
予
算
・
決
算
書
の
記
述

〇
家
庭
ご
み
収
集
業
務
の
競
争
入
札

○
栃
木
市
総
合
計
画

●
と
ち
ぎ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

〇
住
居
表
示

入野登志子 議員
公明党議員会

大武 真一 議員
無会派

とちぎメディカル
センター事業報告書

用
語
解
説

（
※
）
二
次
救
急

　
入
院
を
伴
う
よ
う
な
症
状
に
対
し
て
行
う

救
急
医
療
の
こ
と
。
こ
れ
に
対
し
て
日
帰
り

で
対
応
で
き
る
よ
う
な
症
状
に
対
し
て
行
う

救
急
医
療
の
こ
と
を
一
次
救
急
と
呼
び
ま
す
。
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一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
し
、

国
保
税
の
引
き
下
げ
を

　

平
成
26
・
27
・
28
年
度
と
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
れ（
法
定
外
繰
入
）を
行
っ

て
き
た
が
、
平
成
29
年
度
は
、
来
年
度
か

ら
の
国
保
運
営
の
都
道
府
県
単
位
化
を
見

据
え
て
、
法
定
外
繰
入
し
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
た
た
め
に
、
大
幅
な
保
険
税
の
引

き
上
げ
と
な
っ
た
。
今
年
度
の
納
付
書
が

届
き
、
大
幅
引
き
上
げ
に
、
市
民
か
ら
悲

鳴
が
上
が
っ
て
い
る
。
国
保
税
は
市
民
負

担
の
限
界
を
超
え
て
い
る
。
一
般
会
計
か

ら
繰
り
入
れ
し
、
国
保
税
の
引
き
下
げ
こ

そ
必
要
だ
。
見
解
を
伺
う
。

答
弁
若
菜
生
活
環
境
部
長

基
本
的
に
は
一
般
会
計
か
ら
の
赤
字
繰

入
は
行
わ
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る

　

一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
は
、

国
保
以
外
の
市
民
に
負
担
を
求
め
る
も

の
で
あ
り
、
国
保
以
外
の
市
民
に
と
っ

本
市
で
進
め
て
い
る

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
つ
い
て

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
状
況
の
中
、
本
市

で
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
本
市
に
お
け
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
計
画
内
容
及

び
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
市
の
方
針
に
つ
い
て
市
民
へ

周
知
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え

方
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
渡
邉
都
市
整
備
部
長

内
容
や
周
知
方
法
等
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く

　

本
市
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
中
で
、鉄
道
駅
周
辺
を
拠
点
と
し
て
、

行
政
や
商
業
等
の
都
市
機
能
を
集
約

し
、
こ
れ
ら
の
拠
点
を
鉄
道
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
で
つ
な

ぐ
こ
と
に
よ
り
、
各
地
域
間
の
連
携
強

化
と
、
誰
も
が
安
心
し
て
便
利
に
暮
ら

て
は
、
保
険
料
を
二
重
に
負
担
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
、
慎
む
べ
き
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　

国
に
お
い
て
は
、
著
し
く
負
担
が
増

え
る
こ
と
と
な
る
市
町
村
で
、
激
変
緩

和
措
置
に
よ
る
負
担
軽
減
を
行
っ
て
も

な
お
負
担
増
と
な
る
場
合
に
お
い
て

は
、
繰
り
入
れ
も
や
む
を
得
な
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
試
算
に
よ
る
納

付
金
の
算
定
結
果
か
ら
判
断
す
る
と
、

平
成
30
年
度
は
著
し
い
負
担
増
に
該
当

す
る
と
は
見
込
ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

基
本
的
に
は
一
般
会
計
か
ら
の
赤
字
繰

入
は
行
わ
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

せ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
と
し
て
い
る
。

　

人
口
減
少
や
中
心
市
街
地
の
空
洞
化

は
、本
市
が
抱
え
る
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
施
策
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、既
存
の
市
街
化
区
域
内
、

特
に
、
基
盤
整
備
の
検
討
が
進
ん
で
い
な

い
鉄
道
駅
周
辺
地
域
に
お
い
て
、
人
口
や

都
市
機
能
を
集
約
さ
せ
、
全
て
の
市
民
生

活
が
栃
木
市
内
で
効
果
的
に
充
足
す
る
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
対
す
る
認
知
度
が

低
い
状
況
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
市
民
の

理
解
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
内
容
や
周
知

方
法
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

●
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

○
道
路
整
備

○
教
育
行
政

●
国
民
健
康
保
険

〇
寺
尾
地
区
の
活
性
化
対
策

白石 幹男 議員
無会派

松本 喜一 議員
無会派
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単位：万円
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よ
り
住
み
や
す
い
街
を
目
指
し
て
!!

　

東
洋
経
済
新
報
社
配
信
の
住
み
よ
さ

ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
、
本
市
は
、

8
1
4
市
中
、4
8
9
位
。
県
内
で
は
、

14
市
中
12
位
で
し
た
。
こ
の
ラ
ン
キ
ン

グ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
が
持
つ
都
市
力

を
5
つ
の
観
点
に
分
類
し
、
15
指
標
に

つ
い
て
ラ
ン
キ
ン
グ
し
た
も
の
で
す
。

よ
り
住
み
や
す
い
街
を
追
及
す
る
た
め

に
、
こ
の
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
結
果

を
分
析
し
、
街
づ
く
り
の
参
考
に
し
て

は
ど
う
か
と
考
え
る
が
、
住
み
よ
さ
ラ

ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
の
認
識
と
分
析
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁
茅
原
総
合
政
策
部
長

見
え
て
き
た
本
市
の
課
題
に
つ

い
て
、
今
後
対
応
し
て
い
く

　

こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
安

心
度
及
び
利
便
度
、快
適
度
、富
裕
度
、

住
居
水
準
充
実
度
の
5
つ
の
観
点
に
お

「
吾
一
か
ら
く
り
時
計
」の

存
在
感
を
ど
う
高
め
て
い
く
か

　　
「
吾
一
か
ら
く
り
時
計
」
の
効
果
を

ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
。
ま
た
、「
吾

一
か
ら
く
り
時
計
」
の
存
在
感
を
ど
う

高
め
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
伺
う
が
、

改
善
に
つ
い
て
の
提
言
も
さ
せ
て
頂

く
。
①
設
置
場
所
の
再
考
を
。
②
作
動

時
の
合
図
が
必
要
で
は
。
③
「
吾
一
か

ら
く
り
時
計
」
か
ら
の
音
声
を
聞
き
取

り
や
す
く
改
善
を
。
④
作
動
時
間
お
よ

び
頻
度
を
増
や
す
。
等
々
に
つ
い
て
、

改
善
点
を
提
言
さ
せ
て
頂
く
。
知
恵
と

工
夫
の
改
善
で
「
吾
一
か
ら
く
り
時
計
」

の
存
在
感
を
更
に
高
め
て
頂
き
た
い
。

答
弁
高
崎
産
業
振
興
部
長

案
内
看
板
の
設
置
と
あ
わ
せ
、

実
施
し
て
い
く

　

指
摘
の
と
お
り
、
作
動
場
所
や
時
間

が
分
か
り
に
く
い
、
音
声
に
つ
い
て
も

い
て
、
15
の
統
計
指
標
か
ら
偏
差
値
を

算
出
し
、
観
点
毎
の
部
門
評
価
及
び
総

合
評
価
を
、
都
市
力
と
し
て
ラ
ン
キ
ン

グ
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

ラ
ン
キ
ン
グ
算
出
に
使
用
さ
れ
て
い

る
15
の
指
標
は
、ど
れ
も
、行
政
運
営
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
は
重

要
な
、
そ
し
て
、
常
に
意
識
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
指
標
で
あ
り
、
ラ
ン
キ
ン

グ
は
各
都
市
の
特
徴
の
一
つ
を
示
す
貴

重
な
指
標
で
あ
る
。

　

そ
の
都
市
の
実
態
を
正
確
に
評
価
し

て
い
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
ラ
ン
キ
ン

グ
の
結
果
は
真
摯
に
受
け
と
め
、
見
え

て
き
た
本
市
の
課
題
に
つ
い
て
、
今
後

対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

駅
構
内
の
構
造
上
、
音
が
反
響
し
て
し

ま
い
、
一
部
に
聞
き
取
り
に
く
い
状
況

に
あ
る
こ
と
も
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
対
応
と
し
て
は
、
要
望

に
応
え
る
形
で
、
当
初
設
定
し
た
平
日

2
時
間
お
き
の
作
動
を
、
平
日
・
休
日

と
も
に
作
動
を
1
時
間
お
き
に
変
更
し

た
他
、音
声
に
つ
い
て
も
、ス
ピ
ー
カ
ー

の
位
置
や
音
量
の
調
整
な
ど
の
対
応
を

し
て
き
た
。

　

議
員
提
言
の
作
動
時
の
合
図
や
音
声

の
改
善
に
つ
い
て
も
、
案
内
看
板
の
設

置
と
あ
わ
せ
、実
施
し
て
ま
い
り
た
い
。

○�

蔵
の
街
と
ち
ぎ
の
存
続
と
大
通
り
の

街
並
み
保
存
の
考
え
方
は

●�

「
吾
一
か
ら
く
り
時
計
」
の
更
な
る

活
用
に
向
け
て

●
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ

○
学
童
保
育

○
広
聴
事
業

小堀 良江 議員
新生クラブ

千葉 正弘 議員
新風創志会

栃木駅構内にある観光案内所の上に
設置されている吾一からくり時計
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3
期
目
の
市
長
選
挙
に
向
け
た
、

鈴
木
市
長
の
決
意
を
伺
う

　

鈴
木
市
長
は
合
併
以
来
、
数
多
く
の

課
題
、
難
題
を
ク
リ
ア
し
て
、
安
定
し

た
行
政
基
盤
を
作
り
上
げ
て
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
8
年
間
を
総
合
的
に
判

断
す
る
と
、大
変
良
好
な
状
況
に
あ
り
、

そ
の
行
政
運
営
手
腕
は
市
内
外
か
ら
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

来
年
4
月
に
は
3
期
目
に
向
け
た
市

長
選
挙
が
控
え
て
い
る
が
、
選
挙
に
向

け
た
鈴
木
市
長
の
決
意
を
伺
う
。

答
弁
鈴
木
市
長

引
き
続
き
栃
木
市
政
を

担
っ
て
ま
い
り
た
い

　

こ
れ
ま
で
の
2
期
8
年
を
家
づ
く
り

に
例
え
る
と
、
1
期
目
で
土
台
作
り
の

う
ち
、
地
な
ら
し
が
終
了
し
、
2
期
目

に
お
い
て
は
、基
礎
打
ち
が
終
了
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
過
を
踏
ま
え
、
本
市

の
今
後
を
展
望
す
る
と
、
来
年
度
か
ら

は
本
市
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
が

ス
タ
ー
ト
す
る
。
ま
た
、「
ま
ち・ひ
と・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
は
、
31
年
度

の
最
終
年
度
に
向
け
た
仕
上
げ
の
時
期

に
入
る
。
さ
ら
に
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

事
業
、
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
整
備
計
画

の
実
施
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
完
成
な
ど
、
す
で
に
着
手
し
て
い

る
事
業
に
つ
い
て
は
何
と
し
て
も
完
成

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
来
年
度
以
降
は
ま
さ
に
栃

木
市
の
家
づ
く
り
の
段
階
で
あ
る
。

　

合
併
後
7
年
が
経
過
し
た
と
は
い

え
、
い
ま
だ
に
地
域
や
地
区
の
こ
と
だ

け
に
こ
だ
わ
っ
て
い
て
は
い
け
な
い
こ

と
を
、
十
分
に
理
解
い
た
だ
け
て
い
な

い
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
乗
り
越
え
て
い
く

た
め
に
は
安
定
し
た
市
政
運
営
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
栃
木
市
政
を

担
っ
て
ま
い
り
た
い
。

●�

３
期
目
の
市
長
選
挙
に
向
け
た
鈴
木

市
長
の
考
え
方

高岩 義祐 議員
新風創志会

未来を担う高校生達による議会が開催されました
　高校生の自由な発想をまちづくりに活かすとともに、選挙権年齢が18歳に引き下げられたことに伴い、
高校生が主体的に行政課題に関わる機会を創出し、主権者として社会に参画していく意欲の向上に寄与
することを目的として、8月4日に市議会議場にて第2回栃木市高校生議会が開催されました。
　本市議会議員も多数、傍聴に駆けつけ、本番さながらの様子に聞き入っていました。

学校名 テーマ

栃木工業高校 栃木市の政治について

栃木高校 栃木市内の交通について

栃木商業高校 学習する場所の提供について

栃木翔南高校 観光地としての栃木市について

栃木農業高校 若い世代を栃木市に誘致するには

栃木女子高校 栃木駅周辺の喫煙について

学悠館高校 安心・安全に生活できる環境づくりについて

栃木特別支援学校 川沿いの道の整備について

國學院栃木高校 定住促進策について

☆感想☆（いただいたアンケートの中から）
●�私たち高校生の意見やアイデアもしっかり市に届き、実現されるものまであり、感激しました。
普段から思っていることに対し、ひとつひとつ丁寧にお答えいただき嬉しかったです。また、政
治に参加する意欲も向上しました。

●�自分が発表するときは緊張したけれど、自分が質問したこと以外にも知らないことを知ることが
できて、自分の知識を広げられることができたから良かったです。また、自分に自信がもてるよ
うになりました。

執行部に質問・提案をする高校生議員
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道路は市民生活にとって重要な社会基盤です（意見書採択）

健康で長生きするために「あったかとちぎ健康都市」を宣言

議員提案による【自転車条例】を可決しました

　現在、道路事業においては「道路整備事業に係る国の財政上の特別
措置に関する法律」（以下「道路財特法」という）の規定により、交付
金事業の補助率等が55％にかさ上げされていますが、この措置は平成
29年度までの時限措置です。もし継続されない場合は道路整備の停滞
を招きかねません。
　そのため市議会では、道路財特法の補助率等のかさ上げ措置につい
て来年度以降も継続するよう国等へ意見書を提出しました。

　市議会でも「健康都市」を宣言する必要性につ
いて提言していましたが、平成26年に健康増進
計画が策定され、「健康寿命の延伸」を目標に掲
げて、各種健康づくり施策を進めながら市民・関
係機関・行政が一体となって宣言文の準備がされ
てきました。
　宣言文は市民が心身ともに健やかで、心豊かに

生活が送れることを願って、健康づくりの基本的
な考え方がわかりやすく示されています。
　なお、来年1月20日には大平文化会館で「あっ
たかとちぎ健康都市宣言記念式典」及び女優の倍
賞千恵子さんを招いて「がん検診啓発セミナー」
が実施される予定です。

あったかとちぎ健康都市宣言
１　地元の食材を活かして、バランスのとれた食生活を実践します。
２　体操やウォーキングなど自分にあった運動を続けます。
３　人が集まる場所では禁煙し、受動喫煙防止に努めます。
４　心と心のふれあいを大切にし、こころの健康を保ちます。
５　ていねいな歯みがきと歯科健診で、歯と口の健康づくりに努めます。
６　毎年健康診査を受けて、健康管理に努めます。

　市議会では自転車を安全に利用できる環境づくり
を推進するために「栃木市自転車の安全な利用に関
する条例」を策定しました。
　日頃、何気なく乗っている自転車ですが、色々な
ルールがあります。皆さんも改めて自転車のルール
について考えてみませんか？
　自転車利用者だけではなく、事業を営む方々、小
売業者等の方々、地域の方々などが協力し合ってこ
そ、安全に利用できる環境ができてくると思います。
栃木市が一体となって進んでいけるよう、本市議会
も努力していきます。みんなで安全に楽しく自転車
を利用しましょう！！

「かさ」をさしながら走らないようにしま
しょう！
　雨が降っているときには、傘をさして自
転車に乗りたくなってしまいますが、危険
なのでやめましょう。安定した運転ができ
なくなってしまいます。

例えば、

詳しくは市議会のHPを
ご確認ください
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今後の活動に生かすため、先進地を視察しました

総務常任委員会
8月8日　愛知県稲沢市
　　　「公共施設の再編」
8月9日　愛知県春日井市
　　　「街づくり支援制度」

産業教育常任委員会
8月8日　大阪府交野市
　　　「プログラミング教育の推進」
8月9日　大阪府守口市
　　　「テレワークオフィス」

民生常任委員会
8月23日　山形県天童市
　　　「子育て未来館げんキッズ」
8月24日　山形県上山市
　　　「上山型温泉クアオルト事業」

建設常任委員会
8月7日　愛知県豊川市
　　　「赤塚山公園」
8月8日　愛知県岡崎市
　　　「下水道事業の公営企業会計移行」

　市の公共施設は、昭和50年代前後に整備が集
中し、経年による施設の老朽化や性能・機能の低
下等が進んでいます。今後、本格的な大規模改修
や建替えの時期を迎え、それには膨大な財政負担
が見込まれます。次の世代に負担を先送りするこ
となく、財政の健全性をいかに維持していくかが
これからの大きな課題となります。

　2人1組になり、実際に交野市で教材として使
用しているロボットを組み立てて、ビジュアルア
イコンを使ったソフトウェアでプログラミングを
実施しました。教育現場での反応を伺ったところ、
とても好評で、2学期以降も引き続きお願いした
いとの回答が多かったとのことでした。

　子育て未来館げんキッズは、子どもの遊び場以
外にも、一時預かり事業や親子で参加できる講座
なども行っている子育て支援拠点施設です。視察
時は夏休み中ということもあり、大型の滑り台や
ボールプールで遊ぶ元気な子ども達の声であふれ
ていました。本市での屋内型の遊び場整備に向け、
大変参考となる施設でした。

　赤塚山公園は市制50周年を記念して建設され
た総合公園で、市内外から多くの人が集まってい
ます。写真は淡水魚を展示している「ぎょぎょラ
ンド」という人気施設です。本市でもつがの里の
総合公園化を進めていますので、皆さまが楽しめ
る公園となるよう検討していきます。
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９
月
定
例
会
で
は
、
昨
年
度
の
決
算

に
つ
い
て
、
予
算
が
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
た
の
か
。
ま
た
、
事
業
の
成
果
が
い

か
に
上
が
っ
た
の
か
な
ど
の
審
査
を
各

委
員
会
で
行
い
、
本
会
議
で
認
定
い
た

し
ま
し
た
。

　

議
会
が
決
算
審
査
を
通
し
て
問
題
点

を
指
摘
し
、
改
善
し
て
い
く
こ
と
は
、

適
切
な
予
算
編
成
を
す
る
う
え
で
、
と

て
も
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
適
切

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
皆
様
の
声
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
い
紙
面

づ
く
り
に
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
報
告
会
な
ど
で
い
た
だ

い
た
ご
意
見
を
参
考
に
、
執
行
部
に
提

言
等
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。	
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か
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モニターインタビューNo.6

議会広報紙モニターになっての感想は
Ａ：モニターになる前は毎回拾い読みでしたが、
今は全部読むようにしています。特に一般質問は、
本市の現状や各議員の市政に対する考え方、市の
将来をどのようにしたいのかなどが分かって参考
になります。
議会への要望は
Ａ：毎回、意見や要望を出させていただいていま
すが、それらがどのように受け止められ、どのよ
うに対応されようとしているのか。またはどのよ
うに対応されたのか、全くわかりません。くしく
も議会だより第32号に「議会だよりは私たち議
員と市民の皆様をつなぐ貴重な媒体です。」とあ
りました。一方通行でなく、文字通り、このよう
になるように努めてほしいと思います。

各委員が、紙面を充実させるためのアンケートにご協力をいただいている「議会広報紙モニター」に
インタビューするコーナーです（今回のインタビュアー：針谷育造委員）6

議会広報紙モニター
堀江 一男さん

12月定例会の予定（変更になる場合があります）
日 月 火 水 木 金 土

11/26 27 28 29 30 12/1 2

本会議

新聞折込 議案等提案

3 4 5 6 7 8 9

本会議

『一般質問』

10 11 12 13 14 15 16

委員会

（総務） （民生） （産業教育） （建設）

17 18 19 20 21 22 23

本会議

議案等採決

傍聴にお越しください

　日程と一般質問の内容は、確定次第、
ホームページ等でお知らせするほか、
１１月３０日（木）に新聞折り込みを
予定しています。
　ぜひ傍聴にお越しください！

９月定例会の傍聴者は・・・
　　　１１３人でした。

お詫びと訂正　 8月18日発行の第32号（P12）の長議員の質問要旨は「2022年『いちご一会とちぎ国体』」の誤りです。 
お詫びして訂正いたします。


